
参考様式B5（自己評価等関係）

～ Ｒ7年　2月　25日

（対象者数） 25人 （回答者数）
20人

～ Ｒ7年　2月　25日

（対象者数） 6人 （回答者数）
6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・プログラム内容は子供たちの習得度に応じて、定期的に新

しいものを取り入れている

2

・音読で百人一首を取り入れることで記憶力アップを図って

いる

3

・長期休暇は様々な活動やイベントを取り入れて、集団行動

や社会性を身につけていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・高学年も意欲的に取り組めるようなトレーニングを取り入

れていく

2

・新規の利用者にはなるべく空いている曜日を提案する

3

・休み時間の隙間時間を見つけて宿題に取り組めるよう、環

境を整えている

○事業所名 ティアランド

○保護者評価実施期間
Ｒ6年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

Ｒ6年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
Ｒ7年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・帰りが遅い児童は、宿題にかける時間が少なくなる場合があ

る

・決まったプログラムがある為

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・低学年が多く、高学年が少ないので、高学年に向けの課題が

あまり多くない

・高学年の利用が少ない

・曜日によって利用者人数のばらつきがある為、雰囲気が異な

る

・個人的に利用する曜日が決まってるため

・5領域に対応した日課プログラムを行っている ・毎日異なるプログラムを提供している

・座学のみでなく、毎日のプログラムに運動を取り入れている

(マット、ラダー等)

・大集団、少数団、個別にて個人の成長に合わせた取り組みを

行っている

・運動でドーパミンを上げ、座学をする事で集中力を高めてい

る

・特に個別では、マンツーマンでの療育を行っている

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


